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平成 27 年度(2015 年度) 第 4回箕面市都市計画審議会 議事録

●日 時 平成 28 年 1 月 20 日(水曜日)

午後 2時 開会 午後 3時 閉会

●場 所 箕面市議会委員会室

●出席した委員

会 長 増田 昇 氏

委 員 木多 道宏 氏

委 員 小枝 正幸 氏

委 員 寺内 勇 氏

委 員 土井 健司 氏

委 員 稲野 一三 氏

委 員 内海 辰郷 氏

委 員 神田 隆生 氏

委 員 武智 秀生 氏

委 員 田中 真由美氏

委 員 林 恒男 氏

委 員 森 章 氏

委 員 杉立 利彦 氏

委 員 鈴江 利奈子氏

委 員 原 智 氏

委員 15 名 出席

●審議した案件とその結果

案件１ 箕面市立地適正化計画の検討について【諮問】

賛成多数につき、原案どおり答申

●事務局（上野山）

定刻になりましたので、ただ今から、

平成 27 年度第 4 回箕面市都市計画審議

会を始めさせていただきます。

まず始めに、マイク操作の確認をさせ

ていただきます。テープの録音とこのマ

イク操作とが連動しており、後の議事録

作成にも影響がございますのでよろしく

お願いします。

各委員におかれましては、発言前に前

のマイクの青いボタンを押してからご発

言をお願いいたします。次のかたが発言

される場合には、次に発言されるかたが

ご自分の前の青いボタンを押していただ

きますと先にお話しいただいたかたのマ

イクの電源が自動的に切れるようになっ

ております。なお、進行を進めていただ

きます議長のマイクは常時つながった状

態になっておりますので、よろしくお願

いいたします。

それでは増田会長、お願いいたします。

●増田会長

本日は、委員の皆様方におかれまして

は、公私何かとご多忙のところ、ご出席

を賜り厚くお礼申し上げます。

また平素は、本審議会の運営に対しまし

て、格段のご支援ご協力を賜り、重ねて

厚くお礼申し上げます。

それではこれより平成 27 年度第 4 回箕

面市都市計画審議会を進めて参ります。

事務局より所定の報告をお願いいたしま

す。

●事務局（上野山）

定足数の確認についてのご報告をいた

します。

本日の出席委員は、委員および議事に

関係のある臨時委員 20 名中 15 名でござ

います。過半数に達しておりますことか

ら、箕面市都市計画審議会設置条例第 6

条第 2項の規定により、会議は成立いた

すものでございます。

なお、高橋委員、滝口委員、弘本委員、
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武友臨時委員、林十一臨時委員より欠席

する旨のご連絡がありましたことを併せ

てご報告申し上げます。以上でございま

す。

●増田会長

ありがとうございました。本日は、珍

しく、諮問案件が 1件でございます。

午後 3時くらいを目途に終了したいと

考えておりますけれども色んな意見交換

んをしていただきたいと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。それ

では案件 1箕面市立地適正化計画の策定

ということでございますけれども、これ

は諮問案件でございます。事務局よりご

報告よろしくお願いしたいと思います。

●市（地域創造部 北急まちづくり推進

室 鈴木参事）

＜案件説明＞

●増田会長

ありがとうございました。前回のここ

での審議会以降、パブリックコメントを

実施されたその結果と市の考え方ならび

にこの審議会に出されたい意見に対しま

して修正を加えていただいた内容をご説

明いただいてそれを反映したかたちで本

日、諮問原案として提出していただいて

いるということでございます。なにか、

お気づきの点、あるいはご質問等ござい

ますでしょうか。はい、神田委員どうぞ。

●神田委員

改めてこの 0-2 ページのところで箕面

市がなぜ今の時点で立地適正化計画を策

定しようとするのかと、簡単にいえば北

急の延伸というものがあると。これによ

って新たなまちづくりを進めていくんだ

という理解でいいんでしょうか。その辺

をちょっとご説明いただきたいのですが。

●増田会長

はい、事務局いかがでしょうか。はじ

めにのところの部分ですね。この計画の

案件１ 箕面市立地適正化計画の策定

について【諮問】

背景みたいなところだと思うのですけれ

ども。

●市(北急まちづくり推進室 岡本室長)

地域創造部北急まちづくり推進室の岡

本と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。今、おっしゃっていただきま

したように、立地適正化計画の策定のね

らいというのは 0-1 から 0-2、特に 0-2

のところで北大阪急行線の延伸で新駅が

2つできますのでそれをきっかけにとい

うこともございます。あと、9-3 のとこ

ろにも、誘導方針というところがござい

まして、そこにもこれからのまちづくり

に対する市の想いというのは書かせてい

ただいております。以上でございます。

●増田会長

いかがでしょうか、よろしいでしょう

か。はい、神田委員どうぞ。

●神田委員

何点かお伺いしたいと思っているので

すが。私は北大阪急行の延伸そのものを

当初、市の負担が 80 億程度というふう

に言われていましたので、無理がないか

なというふうに思っていましたのが今回、

去年度から出されている計画から 185 億

という大きな負担でさらにそれに周辺ま

ちづくり等に 100 億、さらに付け足して

ですね、船場の阪大の箕面キャンパスの

移転まで出てくるというようなことで、

それについてはここに色々と書き連ねて

いますが、そうしたことも含めてですね、

ここで書かれていることについて質問さ

せていただきたいと思います。

1 つは 10-4 ページですね。説明をお

願いしたいのですが、10-1 の 2-5 のと

ころの 2つめの印のところで、原則とし

て新たな開発予定地を居住誘導地域とし

て設定すべきではないと書かれているの

ですが、これについてご説明いただきた

いのですが。それと届け出の対象のとこ

ろですね、届け出の対象となる住宅開発

は以下のとおりです、ということで、3

戸以上の住宅、1000 ㎡以上の 1、2 戸の

住宅、この書いてある意味も十分理解で
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きないのですが、ここで何を言わんとし

ているのかということを説明お願いでき

ますでしょうか。

●増田会長

はい、いかがでしょうか。

●市(北急まちづくり推進室 岡本室長)

今のご質問は、10-4 ページに書かれ

ております 10-1 の 2-5 の居住誘導区域

の設定にあたり留意すべき事項というこ

とで、都市計画運用指針、というのが国

の指針で出ておるんですけれども、そこ

でですね、居住誘導区域の設定をするに

あたっては留意してくださいということ

を列挙したものでございます。今ご質問

いただきました、アスタリスクといいま

すか、米印みたいなものの 2つ目のとこ

ろ、原則として新たな開発予定地を新た

な居住誘導区域として設定すべきではな

いというのは、原則ではございますけれ

ども、例えば今誰も住んでいないような

区域、人口密度が無いような区域につい

てですね、居住誘導区域に設定するとき

にはよく考えなさいよということが書か

れています。ですので、すでに開発され

た区域、そういったところについてはこ

れに当てはまるものではないというふう

に考えております。次にその下の、10-1

の 3 の届け出の対象のところで、届け出

の対象というセンテンスのところの 4行

目のところから届け出の対象となる住宅

開発は以下のとおりですと書いておりま

す。これについては、この立地適正化計

画で居住誘導区域を定めました。この居

住誘導区域外、外の場所について 3戸以

上の住宅、それから開発規模が 1000 平

方メートル以上の 1、2 戸の住宅を開発

されるときには開発行為に着手される

30 日前までに市町村に届け出をしてく

ださい、ということで手続きをここに記

載しているものでございます。以上です。

●増田会長

よろしいでしょうか。

●神田委員

この市街化区域をどうするかというこ

とが、何箇所かに書かれていますが、基

本的な市街化調整区域は居住誘導区域か

ら外すということが、書かれているわけ

ですけれども、13-1 のところでですね、

「今後 20 年の人口展望とあるべき姿」

というところで、「人口増の主要因は、

新市街地への人口定着進展と見込まれて

いるところですが、懸念すべきは、増加

分の人口が計画的な新市街地への流入や

既成市街地への人口呼び戻しに資するも

のでなく、今さらながらに市街化調整区

域などに拡散する事態です。」とんで、

「今から後 10 年程度の一時的な人口増

加局面において市街化の拡散を生じさせ

ることは、大きな負の資産となります。

」とんで、「市街化調整区域での開発行

為が完全に止められるわけではありませ

んので、人口増加局面であるからと言っ

て油断せず、将来的には人口規模に合わ

せてさらなるコンパクト化を進めること

になる現実を見つめ、現在のフェーズに

対応しなければなりません。これらのこ

とから、箕面市が 20 年展望の中でめざ

すべきは、市街化の拡散防止であり、か

つ、居住誘導区域に含めないこととした

エリアについても、現在居住している住

民の区域内への誘導はごく緩やかに進む

ものとして、新たな開発等による人口増

は当然防ぐべきです。このことから導き

出される定量的目標値は、市街化調整区

域と、市街化区域のうち居住誘導区域に

含めないこととしたエリアの人口はこれ

以上増加させないことを前提に、現在よ

りも増加する人口をすべて居住誘導区域

内で吸収することとした場合の居住誘導

区域内の人口密度とすべきと考えます。

」というふうに書かれています。素直に

読めば、基本的にはもう、開発行為を完

全に止めることはできないけれども、調

整区域での開発を最大限、抑止するべき

だと、今、述べられた 10-4 の説明のと

ころでも同じような趣旨が書かれている

わけですが、今後ですね、北急延伸に伴

って開発圧力が増すであろう、新箕面駅
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両翼の調整区域、あるいは農地、さらに

国文 4号線を延伸して、山麓線に出てく

るところのその間にある調整区域、こう

いうところでの開発圧力が強まるという

ふうに思うんですが、この点については

どのように考えておられるのか、ご答弁

をお願いします。

●増田会長

はい、事務局よろしくお願いしたいと

思います。

●市(北急まちづくり推進室 岡本室長)

ありがとうございます。素直に読んで

いただきましたとおり、これからコンパ

クト化を目指す必要がある中で、そうい

う今の市街化調整区域等につきましては

できるだけ開発を抑制したいと考えてお

ります。以上です。

●増田会長

よろしいでしょうか。はい、他はござ

いませんでしょうか。はい、神田委員ど

うぞ。

●神田委員

続けて、12-1 のところでですね。立

地適正化計画は居住区域の緩やかなコン

パクト化や、都市機能の集約化が進めら

れていきますが、居住区域や都市機能誘

導区域は例えば市の中心部一箇所に設定

するものではなく、歴史的な経過やまち

の発展の経緯などにも配慮して、複数設

定して、多極型コンパクトシティとして

形成を目指すものですと、いうことでで

すね、全体の書きぶりでいくと北急延伸

に合わせて一気にこのまちづくりのあり

方、特に交通ネットワークの再編を一気

に図ると、いう印象が強く掲げているの

ですが、しかし、それぞれ地域によって

歴史的につくられた、積み重ねられた交

通ネットワークがある、特にここで空白

区域がある、駅からの空白区域として書

かれている、粟生間谷の地域ですね、こ

こは特に粟生団地のバス停を中心にバス

交通が発達して、北千里や千里中央への

バス交通がこれまで繰り返し、路線ある

いは便数、ダイヤ改正が行われて、今日

のかなり便利なバス交通が実現している

わけですが、それがですね、一気にこの

萱野中央を中心にしたバス交通に切り替

わるということに大きな危惧をもってお

られるかたが少なくないというふうに率

直に感じておるわけです。また、小野原

の小野原南バス停、東バス停を利用され

ている皆様方にとっては、萱野中央に行

くよりも、直接、北千里、千里中央への

バス交通を現状の水準のままですね、利

用していくということが当然、時間的に

も料金的にも、安上がりということにな

りますから、そういう方向で、考えてお

られるのかどうか、その辺についてご答

弁いただきたいのですが。

●増田会長

はい、事務局いかがでしょうか。

●市(北急まちづくり推進室 岡本室長)

ありがとうございます。この、立地適

正化計画と言うのは、これから人口減少

の局面を迎えるという、まあ、箕面市の

場合は増えますけれども、基本的には人

口減少というのを見据えて、まちをどう

つくっていくかという立場に立って考え

ております。箕面市の場合は人口が増え

ますけれども、北大阪急行線の延伸と合

わせて、人口増の今の時期に。市全体の

事も含めてまちづくりをどう進めていく

かということでこの立地適正化計画をつ

くっているということがございます。そ

の中で、今、12-1 の公共交通ネットワ

ークの役割のところを列挙していただき

ましたけれども、それぞれの鉄道の駅の

周辺、それからバスターミナル駅の周辺、

ここに利便施設をつくってみなさんにご

利用いただきやすいように公共交通ネッ

トワークの充実をはかるということがこ

の計画の根幹かなと思います。もともと

箕面市の場合におきましては東西交通の

課題がございましたけれども、北大阪急

行線の延伸におきまして、萱野を中心と

してバス交通の充実がはかられるという

こともありまして、これを契機にどのよ

うに皆様が、公共交通を利用しやすくで
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きるかということで、大きな方針をこの

立地適正化計画では書いていると思って

おります。これから実現にあたりまして

は、鉄道の駅ができるのと合わせてバス

についても社会実験等がされていくと思

いますので、今後その詳細についてはそ

れらの具体的な事象を通じて、改善され

ていくものと思います。

●増田会長

よろしいでしょうか。はい、どうぞ。

●神田委員

その点について、そういう方向で検討

されるということですが、例えばですね、

この 12-6 のところで、一番最後の段落

で、現在このエリアの住民の多くは千里

中央駅方面へのバスルートを利用してい

ることから、モノレール線だけでなく、

北大阪急行線へのアクセスとそのサービ

スレベルの維持も必要ですというふうに

書かれていますが、これを北大阪急行線

へのアクセスということで受け止めれば

ですね、当然、新箕面駅へのアクセスも

含めて、この現在の千里中央駅へのアク

セスも含めてサービスレベルの維持が図

られなければならないというふうに思う

のですが、そういう意味ではこの便数の

確保、それから、利用料金が、料金改訂

がおこなわなければ仕方ないですけれど

も、料金改訂がない場合ですね、現在の

料金、バスと鉄道を利用した料金で、同

様にいけるというようなことが、そうい

う水準が必要だというふうに思うんです

ね。さらに、この点について言えば現在、

桜ヶ丘から千里中央あるいは、箕面駅か

ら千里中央、如意谷から千里中央という

路線があって、まあ、如意谷のみなさん

は直接、新箕面駅を選択されるかたが多

いかもしれませんけれども、まあ、桜ヶ

丘から新箕面駅というよりも、桜ヶ丘か

ら千里中央、箕面駅から千里中央駅を選

択されるかたが多いかもわからないと、

いうふうに思うんで、その辺については

先ほど言われたように今後の検討の中で、

重々配慮していただかなければならない

と、いうふうに思うんですが、その辺で、

この既存路線の便数のあり方、さらには

利用料金のあり方についてもご答弁いた

だきたいと思うのですが。

●増田会長

はい、事務局いかがでしょうか。

●市（交通政策室 水谷室長）

地域創造部交通政策室の水谷です、よ

ろしくお願いします。交通の関係の話で

ありますので、その辺を含めて答えさせ

ていただきたいと思います。今回、北大

阪急行が延伸されるということで、大き

く変わるのが、説明にありましたように、

バス路線が大きく再編されるということ

で、特に東西交通の課題等に対しても、

新箕面駅中心にバス網を形成することに

よって市内の大きな公共交通を変えてい

こうという方針にもとづいて今後動いて

いこうとしています。今回、立地適正化

計画の中でもそういった地域の交通ネッ

トワークというのが非常に大切だという

のが記載されていますように、今後その

辺のルートにつきましてはきっちりと地

域に即したルートを考えていくのですけ

れども今、議員ご指摘の質問に対しまし

ては具体的にはですね、この計画を受け

まして、来年度からですね、地域の公共

交通網、バスの再編につきまして、いわ

ゆる地域の声、アンケート調査とか、実

際の乗降調査、それから今後の交通網に

つきましては具体的な調査をもちまして、

その辺を求めながら公共交通網を考えて

いこうと思います。先ほどいいました、

東部のかたが、今後、どこの公共交通の

駅を増やしていくかと、新箕面駅なのか、

千里中央駅なのか、その辺も含めてきっ

ちり押さえながら、来年度以降きっちり

とまとめて、公共交通網を考えていきた

いと思います。よろしくお願いしたいと

思います。

●増田会長

はい、いかがでしょうか。

●神田委員

その点についてはですね、12-4 のと
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ころの、図に示されているところに端的

に表れていると思うのですが、この北大

阪急行の延伸については基幹的な公共交

通軸と。モノレールやこれまで利用され

てきた、阪急箕面線や公共交通軸という

ことで、北大阪急行の延伸がですね、基

幹的な公共交通軸ということに位置づけ

られているのではないかと。さらに

12-7 のところは都市核となる中部地域

ということで、現在、この市役所は西小

路にあって、市民会館も西小路にあって

色んな公共施設や警察や色んなものがこ

の西部地域にあると。そういう意味では

現在の都市核というのは西部地域、それ

が都市核が中部地域、北大阪急行線の延

伸線のところにこの都市核が移るという

ふうな理解になっているところに無理が

あるのではないかと。多くの市民のみな

さんの受け止めはですね、そういうふう

な受け止めではなしに、新たにこの 2駅

ができると、その駅を利用することもあ

れば当然箕面駅を利用されている皆さん

はほとんど利用されないあるいは最寄り

駅を利用されるかたもほとんど利用され

ないというふうなことになっていくと思

うんですよね。そういう点ではこの位置

づけというのには若干この歴史的な経過

やこれまでの積み重ねを踏まえない無理

があるのではないかと。その無理を押し

通して、再編をしていけばですね、色ん

な無理が再編の中にでてくるというふう

に思わざるを得ないのですが、その点に

ついてはどういう配慮がされているのか

ということをお伺いしておきたいのです

が。

●増田会長

はい、事務局いかがでしょうか。

●市(北急まちづくり推進室 岡本室長)

まず、この立地適正化計画だけではな

くて、今手元に持っていないんですけれ

ども、第 5次箕面市総合計画におきまし

ても、この中部のあたりというのは、都

市拠点、都市核として位置づけられてお

りますので、まずそれを申し上げたいと

思います。加えて、この基幹的な公共交

通軸のところで位置づけるからたとえば

西部地域のかたがなかなかしんどくなる

のではないかというご主旨だったと思う

んですけれども、東西交通の課題という

のが今まで西部地域に鉄道が偏っていた

と。それを改善するために基幹的な公共

交通軸として北大阪急行線の延伸を位置

づけることによりまして東西交通の課題

が改善されるので、西部それから中部東

部の交通がしやすくなるということにお

いて全市的に底上げがされるのではない

かというふうに考えております。以上で

ございます。

●増田会長

はい、神田委員どうぞ。

●神田委員

そうじゃなくてね、私たちのこの日常

的なくらしは別に西部のかたが日常的に

東部へ移動されるわけではないし、東部

のかたが日常的に西部に移動されるわけ

じゃないし、既存の交通網があってです

ね、東部のかたは基本的には路線バスを

使って北千里や千里中央へいかれると。

西部のかたは箕面線を使って大阪市内へ

行かれるというのがこれまで培われてき

た歴史的な積み重ねの中でつくられてい

る交通体系なわけで、それを東西交通の

不便を解消するということで現在はそれ

が存在するわけで、今後も存在するわけ

で、新たに東西交通の利便解消に北大阪

急行線の延伸、これは当然役に立つと思

いますが、しかし、それを以てですね、

現在、存在するものを全て捨象していく

と、あるいは北大阪急行へ乗り換えても

らうというようなことはあり得ないこと

でですね、実際には歴史的な積み重ねの

中でですね、現在箕面線を使っているか

たも北大阪急行に歴史的に時間の経過と

して乗り換えられると新箕面や船場から

バスに乗られるというようなことが、当

然発生していくであろうことが、将来に

おいてあり得るかもしれませんけれども

現時点でですね、北大阪急行が来たから
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一斉にそこへ乗り換えてもらうんだとい

うのはあまりにもね、無理があるという

ことをさっきから言っているわけで、そ

ういう意味ではそういうものとして、新

たな交通体系をね、考えていただかない

と、北大阪急行線が延伸すれば、ぱっと

そこへ全て切り替えるということにはな

らないのかと。この間私たちが経験して

いるのはたとえば、国文のモノレールが

できたその段階でですね、阪急の路線バ

スが排除されるということで、彩都のみ

なさんも困っておりましたけれども、そ

ういうようなやりかたを絶対やめるべき

だと、思ってこういう質問をさせていた

だいているのですから。どうでしょうか。

●増田会長

はい、事務局いかがでしょうか。

●市（地域創造部 柿谷統括監）

地域創造部の柿谷です。ちょっと誤解

があるみたいなので、もう一度説明させ

ていただきます。まず、計画の 2-11 を

見ていただいて、第 5次総合計画、これ

の都市構造としてどう位置づけられてい

るのかということで、まず、北急延伸の

エリアですね、これを基本的には都市拠

点と位置づけているということになって

おります。それ以外の箕面駅、桜井駅等

については、地域生活拠点、いろんな地

域生活拠点がございます。この都市構造

もきっちり見据えて今回立地適正化計画

というのは考えていくべきだというのは

国の指針でも示されているというところ

です。今、ご指摘のありました、12-4

ですけれども、ここで書かれていますよ

うに、基本的には鉄道の公共軸が 3本あ

ると、そのサービスレベルは国でいわれ

ている、サービスレベルを十分満足して

いる。箕面線であれば日 115 本、モノレ

ールであれば 95 本と。さらに北大阪急

行線の延伸では直結で 156 本という大変

密度の濃い、サービスレベルの濃い鉄道

が延伸されるということから、この 3つ

の公共軸の中でも 1つここは基幹的な公

共軸ではないかということで、そういう

表現をしているだけで、ここの北急延伸

に伴って全て、箕面線の人を北急に乗せ

るというものではないです。それは実際

に次のページの 12-6 で南部の居住誘導

区域ということで基本的にこの南部の居

住誘導区域をどう考えるのかということ

を考えるとまず、箕面線についてもきっ

ちり徒歩圏、自転車圏のエリア内、そこ

については誘導区域内にしていこうと言

うことですので、各公共軸、鉄道の公共

軸については各々都市機能誘導区域に設

定してきているということですので、真

ん中の北急の軸に全てを寄せるというも

のではございません。ただ、バス路線を

考える上でいかに都市機能誘導区域を有

機的に連携をさせるのか連続をさせるの

かというところは以前から国でも示され

ていますので、そういう視点を考えると

12-7 のように交通結節点となります、

仮称新箕面駅ですけれどもここにバスを

千里中央だけだったものをこちらのほう

に集めることによって、市内の東西交通

も充実をさせると。市内移動が充実をし

て、各都市機能誘導区域これが公共交通

で連絡できるとこういうことになります

ので、何かちょっと質問されているとこ

ろと、誤解があるのではないかと思いま

したので、ご説明しました。以上です。

●増田会長

はい、神田委員どうぞ。

●神田委員

誤解ではなしにそういう懸念があると

いうふうに思っているわけです。率直に

言って 12-6 にかかれている図がですね

市民のかたの理解だと思うんです。だか

らあくまでも、この半径 800 メートル、

半径 1.6 キロメートル駅勢圏からのみな

さんが主にこの駅を利用されるというこ

となわけで、そう考えればですね、その

当然この既存のバス路線はそれなりに今

の水準で維持をする努力をすると。料金

的にも負担が増高しないという方向で努

力をするということが必要なわけで、無

理矢理にということにはならないですよ
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ということを念のために言っただけのこ

とです。言いましたように、既存路線の

確保それから利用料金のありかたという

ことについてはどのようにお考えになっ

ているのかご答弁お願いできますか。

●増田会長

はい、事務局いかがでしょうか。

●市（地域創造部 柿谷統括監）

先ほどのご質問ですけれども 12-7 ペ

ージに東西ネットワークの確立というと

ころにも書いています。例えば今現在箕

面線がありますけれども、この箕面線の

沿線沿いの新稲、桜ヶ丘、ここの路線バ

スも今現在、千里中央に向かっていると。

その千里中央に向かっている路線バスも

大変多く乗られているんですね。それで

千里中央で北大阪急行線を利用されてい

るという事実がございます。いろんな交

通、1つのルートだけではなくて住民の

方々は行き場所に応じて、通勤の場所に

応じて色んな通勤経路が確保されるとい

うのが最もアクセス性が選択されますの

で、いいということもあります。今回新

駅ができますと、そういうバスルートも

つくって市民のかた、利用者のかた、今

後の交通動向も考えてルートを決めてい

こうと。そのためには社会実験をしてそ

ういう再編ルートを決めていこうという

ことをここにきっちり書いております。

料金のことですけれども、次の 12-8 の

ところに、利用者の視点にたって乗り継

ぎ抵抗を軽減していこうと。物理的に歩

く時の乗り継ぎ抵抗だけでなく、料金抵

抗ここについてもバスから鉄道に乗り継

ぐときの乗り継ぎ割引これについても協

議をしていくということで、きっちりこ

こにもかいていますので、そういうこと

で、今後も取り組んでいきたいと考えて

います。以上です。

●増田会長

はい、よろしいでしょうか。ありがと

うございます。ほか、いかがでしょうか、

稲野委員どうぞ。

●稲野委員

神田委員の質問の冒頭でおっしゃって

いました、北大阪急行線の延伸に賛成と

おっしゃっていたのは確かクリーンなエ

ンジンであるから賛成というようなこと

で承っていたような感じがします。予算

の高い安いでおっしゃっていたのではな

くて、そういうところで賛成なさってい

たような感じが今、思い出したのですけ

れども。それは、別にしまして、この立

地適正化計画全体に関しましてですね、

今、日本全体でどのような動きになって

いるのか、少し説明をしていただければ

と思うのですけれども。

●増田会長

はい、いかがでしょうか。

●市(北急まちづくり推進室 岡本室長)

ありがとうございます。国土交通省が

ホームページで発表されているところか

らですけれども、現在立地適正化計画の

策定について具体的な取り組みを行って

いる都市は 198 団体ございます。今、パ

ブリックコメントを実施しておりますの

は、箕面市は期間が終了しましたけれど

も、ほか熊本、札幌などが記載されてお

りました。現在まだ、策定に至ったとこ

ろはございません。以上でございます。

●増田会長

はい、よろしいでしょうか。ほか、い

かがでしょうか、杉立委員どうぞ。

●杉立委員

先ほどご説明がありました、1-7、1-8

の後で追加されたという部分の後ろのほ

うのところなんですが、コンパクトシテ

ィプラスネットワークの視点から横断的

につなぐ役割も担っていますと。いうふ

うにコメントが入って、それについては

結構なんですが、その部分を具体的に本

編でどういうかたちで読めばいいのかと

いうのを思い立つところで結構なので、

ご説明いただければと思うのですが。ど

ういう部分で横断的にというのが、ここ

で表現されているかということですね。

●増田会長

はい、いかがでしょうか。
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●市(北急まちづくり推進室 岡本室長)

同じ、そのページで説明をさせていた

だきますと、その下に 1.2.2 箕面市の検

討体制というのがあって、その下に検討

体制イメージ図というのがあります。そ

の、四角の中に点線で囲まれたところが

ありまして、個別に調整する外部組織と

いうのが、医療・福祉、子育て・教育、

公共交通などというのが、書いてあるの

ですけれども、これは図として見ていた

だきたいのですけれども、箕面市でこう

いう各分野の計画というのがございます。

これは団体と調整したというのがあるの

ですけれども、この各分野にある計画と

横断的にという意味でとらえていただけ

ればと思います。

●増田会長

はい、よろしいでしょうか。杉立委員

どうぞ。

●杉立委員

神田委員のおっしゃられたことに関連

するんですけれども、私自身は粟生新家

の人間なもので、正に一番鉄道の公共交

通の一番弱いところに住んでいるわけで

すね。そういうわけで先ほどの説明のな

かでも箕面市を取り巻く交通軸として、

3 軸あるとおっしゃられていたんですけ

れども、実は前々回、私も計画を策定す

るときに箕面市域というかたちにあまり

とらわれすぎずにもう少し広域的な視点

で、考えられたほうがいいのではないか

と申し上げたと思うんですけれども、そ

ういう意味で、私の視点から言えば、3

本の交通軸ではなくて、阪急千里線、こ

れを加えて 4軸が実は箕面市のかなり多

くの生活認識というか実態というのがあ

るのではないかというふうな気がします。

そういう視点でもって少し見ていただけ

るとありがたいなという点と、それから

たまたまですけれども、粟生ルートとい

うのはほかに交通網がないのでバスとし

てはものすごく本数が多くて、幹線バス

ルートとなっていて便利なんですね。そ

ういう面で、実は私なんかは鉄道がなく

てもバスでほとんど不便がないという実

感で生活をしているのですけれども、こ

こで、まさに箕面市として計画策定をす

れば当然こういう絵になるんだろうなと

いう気がするんですけれどもね。12-7、

これはあくまでも延伸によるバス路線の

イメージと、あくまでイメージとしてか

かれている、それはそれでいいんですけ

れども、かなりこれは新駅を意識しなが

らそれに、極力結びつけるとしたらこう

いう姿が描けるなと。そういう視点では

わかりました。ただ、かえってこういう

ことにすることによって、私が千里中央、

北千里、それから粟生という幹線ルート

の本数がバラけていって、幹線性が低下

する。結果的には不便になる。今は、集

中するから束になっていますけれども、

それが方面別に分けていくと頻度が少な

くなるという恐れもありますので、その

辺は少し広域的な視点で考えていただけ

るとありがたいなと思います。以上です。

●増田会長

はい、ありがとうございます。つくっ

ていただきました土井先生なんか、専門

委員会やっていただいて、なにか、統括

的なコメントでも結構ですし。大きくあ

る交通関係の議論がだいぶ出ております

けれども、なにか補足的なことございま

すでしょうか。

●土井委員

はい、どうも機会を与えていただきあ

りがとうございます。この策定に着手し

て、約 1年でパブリックコメントを 2回

実施して、市民の方々の声をいただき、

また、今日の場でも多様な視点で地域に

根ざした大変慎重な声もいただき、どう

もありがとうございました。全国の動向

として、198 の自治体でこういった計画

がつくられ始めているということで、そ

のトップランナーとして、私の目線から

しますと、非常に地域に根ざした立地計

画ができたのではないかと思います。地

域に根ざしたと申し上げるのは、全国の

自治体などで、コンサルタントなどの外



- 10 -

部に発信して地域の視点をあまり入れな

いつくりかたをしているところが大多数

で、逆の言い方をしますと、市の職員の

かたが中心となって計画をつくられてい

るのは、箕面市以外にはない状況なんで

す。そういった意味では、繰り返しにな

りますけれども、市民の方々の視点、こ

れを十分に取り入れていただいているの

ではないかというふうに感じております。

そしてコンパクトプラスネットワークと

いう考え方に基づき、横断的なというと

ころで先ほどご説明もいただきましたけ

れども、具体的に申し上げますと、人口

ビジョンという将来の人口の目標設定、

そして都市計画のマスタープラン総合計

画、中心市街地活性化計画、そして、公

共施設等の総合管理計画、これが一番悩

ましいものです。そして介護保険事業計

画、地域福祉計画、子ども子育ての支援

事業計画、育成支援合同計画、そして、

来年度からは地域公共交通網形成計画と、

これら 10 本の計画を横串を指すと、こ

ういった計画で、当初このご議論をいた

だいたときには、また、補助金目当てに

新しい計画をつくるのかと、そういった

ご議論もありましたけれども、そういっ

た計画ではなくて、むしろ縦割り的にな

りがちな、これまでの計画を、俯瞰的に

まとめていく、この立地適正化計画があ

ることによって、ほかの計画がうまくま

とまっていく。こういった役割を果たし

ていくものですので、是非とも今、こん

な計画がなぜ急につくられているのかと

いう視点でみられているかたも多いと思

うのですが、いずれはそういったところ

で、成果をあげていただけるのではない

かと、思っております。ご議論いただき

誠にありがとうございました。

●増田会長

ありがとうございます。一年間、非常

に集中的なご議論をいただいたというこ

とで、少し包括的なコメントをいただき

ました。ほか、いかがでしょうか。よろ

しいでしょうか。はい、神田委員どうぞ。

●神田委員

11-33 のところでですね、1 つは都市

再生推進法人というのが出てきたり、民

間都市開発推進機構というのがでてきた

り、それから、一番下のところで、「大

街区化を行う敷地整序型土地区画整理事

業等を対象に、国と地方公共団体から財

政支援を受けることができます。」これ

は、国の支援を受けて箕面市が行う施策

というふうにされていますが、この点に

ついてご説明いただきたいと思うんです

が。

●増田会長

はい、いかがでしょうか。

●市(北急まちづくり推進室 岡本室長)

はい、ここにつきましては、都市機能

誘導区域の中で、そういう都市機能を誘

導する際に国等が直接行う施策の中にお

っしゃっていただきました、都市再生推

進法人とか、民間都市開発推進機構の動

きによって国等の支援が受けられるとい

うことの 1つということでご理解いただ

いたいと思います。11.6.2 のほうで、

書いておりますのは、たとえば国の支援

を受けて社会資本整備総合交付金を活用

することによって財政支援を受けること

ができるメニューがありますということ

で書かせていただいております。以上で

ございます。

●増田会長

よろしいでしょうか。

●神田委員

最後に言いました「大街区化を行う敷

地整序型土地区画整理事業等」を箕面市

がやるということなんですか。国の支援

を受けて箕面市が行う施策というふうに

書かれているのはこの辺はどうなんです

かね。

●増田会長

はい、いかがでしょうか。

●市(北急まちづくり推進室 岡本室長)

はい、これにつきましては、箕面市が、

地方公共団体が行う施策として、書いて

いるものでございます。以上です。
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●神田委員

やるのか、やらないのかは。

●市(北急まちづくり推進室 岡本室長)

やるのか、やらないのかということで

いいますと、大街区化を行う敷地整序型

の土地区画整理事業等というものが実施

される場合に、もし、するとなった場合

にこういうメニューを活用できるという

ことでございます。

●増田会長

よろしいでしょうか。

●神田委員

それでは、ここに書かれていたことで

各地域別の課題が整理されて出されてい

ます。1 つは西部地域の福祉の拠点です

ね。具体的にはあかつき園ですが、あか

つき園という名称が使われてなかったで

すけれども、あかつき園というのを想定

して書かれているのかというのが 1つと

あと、もう 1つは西部地域で特に桜井駅

の駅前ロータリーのところで、中にコミ

ュニティバスが入るのかどうか、今の計

画では道路にバス停がつくられるという

計画になっていますが、この計画全体か

らすればやはり中に入れるべきだという

ふうに思います。3点目は北部地域止々

呂美の商業施設、用地は確保されている

わけですがなかなか商業施設がこないと

いうことで、ここでも商業施設を呼び込

むということも含めて書かれているわけ

ですが、なかなか実際、今日においても

そういう状況にもなってないので、その

辺をどういうふうにお考えなのかと。そ

れから彩都の、ここも商業地域ですね、

あと基本的には戸建て住宅のところが第

一種低層住居専用地域ですから、商店等

はできないので、あと、小中一貫校の西

側の用地とその南側の用地ここに店舗付

きの共同住宅が建てられてここに商店が

入るという計画も市として進めていかな

いと、全然前に進まないと思いますんで。

それから船場のところで大病院というふ

うに書かれていますが、これはまあ具体

的には市民病院の移設を考えておられる

のか、その辺のところをお聞きしたいの

ですが。

●増田会長

いかがでしょうか。事務局のほう。

●市(北急まちづくり推進室 岡本室長)

まず、第 1番目のご質問は西部のほう

の都市機能誘導施設に障がい者のかたの

通所施設があるけれども、それはあかつ

き園を想定しているのかというご質問で

よろしいですか。

●神田委員

はい。

●市(北急まちづくり推進室 岡本室長)

それも、想定のうちの 1つかと思いま

す。特に限定するものではございません

けれども、考えられるものの 1つかと思

います。

桜井駅の中にバスが止まるかどうかと

いうのは、立地適正化計画の中で検討し

たものではございませんので、すみませ

んが、お答えすることができません。

北部地域のまちづくりについて、商業

のはりつきがこれから進むのかどうかと

いうことですかね。すみません、人口定

着をこれからも進めてまいりますので同

時にそういった商業のはりつきというの

も取り組むことになろうかと思います。

彩都についても同様かと思います。で、

船場のところの都市機能誘導施設の中に、

病院という言葉があるけれども、市立病

院が含まれているのかどうかということ

ですけれども、特に含んでるとも含まな

いとも、こういう可能性があるのかなと

いうことで書かせていただいております。

以上でございます。

●増田会長

はい、よろしいでしょうか。

●神田委員

彩都についてはですね、病院やあるい

は商業施設を誘致するという計画も具体

的には出されてないと思うんですけれど

も、そういう点では、ここに書く以上、

市としても全面に出て、阪急が持ってお

られる土地にマンションが建てられるこ
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の一階に商業施設をはりつけるとか、い

うような計画を積極的に提案していかな

いと、なかなか乗っていかない可能性が

あるんじゃないかというふうに思います

んで、その点についてはよろしくお願い

したいというふうに思います。

●増田会長

はい、ありがとうございます。よろし

いでしょうか。かなりここでも、議論し、

今日も最終ですけれども、かなり色んな

意見交換ができたかと思うのですけれど

も、だいたいご意見、ご質問等でたとい

うことでお諮りしてよろしいでしょうか。

<異議なしの声>

●増田会長

それではこの案件につきまして、原案

どおり妥当ということで答申するという

ことで、ご異議ございませんでしょうか。

はい、神田委員どうぞ。

●神田委員

委員のみなさんのご苦労いただいて、

かなりよくまとめられた計画になってお

るということについてはよくわかるとい

うことで、この計画に基づいて進めてい

くということになるんであろうと思うん

ですが、しかし、私はこの中で北大阪急

行の延伸ありきということでこのプラン

が出されて最初にもいいましたように

80 億程度であったものが、185 億、さら

に周辺まちづくりそれから大阪大学の箕

面キャンパスの移転というものまでぞろ

ぞろ、大きくカウントすれば、400 億前

後の事業費が見込まれるものになってく

ると競艇事業でまかなうということにな

っておりますが、競艇事業とてこれまで

学校の改修をはじめ、色んな臨時的な経

費として使っていくわけでそれは一般会

計に影響を与えるということになってき

ますんでやはりこの北大阪急行線の延伸

は過大な事業だというふうに北大阪急行

線の延伸事業とそれに関連する事業とい

うようなことになってきましたけれども

あまりにも過大過ぎるんではないかと、

いうことでこの間反対の立場を表明して

きましたけれども、そういう立場からで

すね、この計画には賛成できないという

ことを表明しておきたいと思います。

●増田会長

はい、ありがとうございます。異議あ

りで、今の反対のご意見もあったという

ことでよろしいでしょうか。

●神田委員

はい。

●増田会長

ご異議がございましたので表決をさせ

ていただきたいと思います。本案件箕面

市立地適正化計画の策定について諮問原

案を妥当とする内容を答申するのに対し

て、賛成のかたは挙手をお願いしたいと

思います。

<挙手多数>

●増田会長

はい、ありがとうございます。賛成多

数により本審議会といたしましては諮問

原案が妥当とする内容を答申の基本的な

内容とすることにいたします。どうもあ

りがとうございました。一応今日、予定

しておりました案件はこの 1件でござい

ます。小委員会を立ち上げていただきま

して、先ほども総括的なコメントをいた

だきましたけれども、非常に精力的にし

かも先ほどご紹介ありましたように市の

職員のかたがたとも手を携えながら、展

開をされたと、コンサルへ丸投げしたん

ではなくというご発言もございました。

市の事務局も含めて、今日、立派な案を

提案いただきまして、どうもありがとう

ございました。それでは本日の案件審議

はここまでのとなりますけれども、閉会

するに際しまして、事務局のほうから何

か連絡事項があるということですのです

が、いかがでしょうか。

●事務局（上野山）

次回の審議会の日程についてご連絡い

たしますので、お手数ですが、メモのご

用意のほうをお願いいたします。次回の
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審議会ですが、平成 28 年 3 月 29 日火曜

日の午前 10 時からこちらの委員会室で

開催します。繰り返します。次回の審議

会は平成 28 年 3 月 29 日火曜日の午前

10 時からこちらの委員会室で開催いた

ししますので、委員のみなさまにはお忙

しいところ大変申し訳ありませんが、ご

出席をお願いしたいと思います。尚、詳

細につきましては追って開催案内をお送

りいたしますので、ご確認いただきます

ようよろしくお願いいたします。

●増田会長

はい、それでは、これを持ちまして、

審議会を終えたいと思います。慎重にご

審議を賜りましてありがとうございまし

た。それでは、これにて平成 27 年度第

4 回箕面市都市計画審議会を閉会したい

と思います。どうもありがとうございま

した。


